雲南市レクリエーション系施設個別施設計画（案）の概要について


１．策定の目的
　今年度策定中の雲南市公共施設等総合管理計画実施方針（第３次）を踏まえ、雲南市内のレクリエーション系施設を総合的な観点で捉え、構造躯体が健全で長寿命化が可能な施設については適正な改修・維持保全に努めるとともに、長期的な視点に立ち、統廃合等による施設の総量抑制によるコストの縮減と平準化を図ることを目的とする。
２．計画の期間　　令和８年度～令和１７年度（１０年間）
３．対象施設
　　今年度策定中の雲南市公共施設等総合管理計画実施方針（第３次）に記載された雲南市が保有するレクリエーション系施設（全１９施設）
４．対策の基本的な考え方
本計画では、以下の考え方に基づき、個別施設の具体的な実施方針を定める。
①保有量、配置の適正化
使用状況や将来需要等を勘案しながら、管理運営方法や保有量の適正化に向けた検討を行うほか、譲渡可能な施設については譲渡も検討する。
②維持、管理の適正化
「事後保全型」から「予防保全型」への転換による長寿命化を図り、生涯コストの縮減、平準化及びサービスの向上に取り組む。
５．計画の実施方法
・本計画の実効性を高めるため、関係部局、関係諸団体、施設の指定管理者等と連携し計画を推進する。
・計画に基づく対象施設にかかる大規模改造等の実施状況のほか、利用状況や維持管理コスト等を評価することにより、課題を整理し、必要に応じて計画を見直す。
・温浴施設にかかる施設の保有量、配置の適正化については、施設の特性、利用状況、老朽度等を定量化するなどの方法により、既存施設の在り方を検討することとし、外部意見の取入れや検討組織の設置も併せて検討する。
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６．見直し方針の概要
① 共通方針（雲南市公共施設等総合管理計画実施方針（第３次）による）
・現況の定量化（維持管理経費、老朽度、利用状況等の数値化）や優先順位を示しながら存続、統廃合、転用、譲渡等を検討する。
・民間の同類サービスと競合するような施設は、民間活力の有効活用を検討する。
・建替、改修を検討する場合は、代替対応（転用、集約化、複合化）も十分検討する。
・老朽化した施設で突発的かつ大規模な修繕対応が発生した場合、施設利用の休止が可能であれば、一旦使用中止として対策を検討する。
・廃止及び譲渡に向けた取組を開始した施設は、最低限の安全確保を行い施設維持する。
・施設の特性や規模、機能を検討し、利用者負担や維持管理方法の適正化に取り組む。
・指定避難所等の見直しにあたっては、代替施設や避難対応の方法等を考慮する。
・見直しによる影響等を勘案し、外部意見の取り入れや検討組織の構築も検討する。
② 施設別方針
施設分類ごとに方針を設定（雲南市レクリエーション系施設個別施設計画（案）５．施設別実施方針」のとおり）
